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労働災害の撲減に向けた取組みと
今後の方向性について

2019年 6月 5日

関西電力株式会社
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労働災害の再発防止対策の「最適化・重点化」について

<原子力検証委員会 (山口副委員長)の議 見>第 16 検言正委員会 (2018日 6El)ロ

γ

γ

重大な労働災害が発生しているので様々な対策を取つている。あわせて、非常に多忙感があると

いう現場の悩みが伝わつてきた。いかに現場が安全文化を保つて取り組めるかを考えると、再発防止

対策の耳又り組みを最適fヒする必要があるのではないか。

そのために再発防止対策で発見した問題の安全上の重要度、影響度、対策の効果の分析をや

るべきではないか。 の してしつ

を最適fヒする。そうやつて、問題を同時に解決する方法を探つていかなければいけない。

甜旨摘を踏まえ、現在の労災撲減に向けた取組み項目の効果を把握した上で、

・作業現場において、過度の負担となつていないか
。取り組み項目に重複はないか
・マンネリ化、形骸化に陥つてはいないか

という径見点から、
γ現時点における最適な安全活動計画に見直すとともに、
γ取り組み項目の取捨選択による「重点化 :重点施策への資源の集中投入」
に取り組む必要がある。

」
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労働災害の再発防止対策の「最適化」について

・現在、発電所におして安全対策工事等が最盛期を迎えている状況を踏まえ、
γ ある程度、網羅的であることは容認した上で、作業現場の負担増を抑え、施策の重複、形骸化、マンネリ化を

可能な限り回避しつつ、
γ 結果して、労災件数の削減に繋がつた過年度の安全活動計画をベースとした、
γ 現時点において「最適」な労災撲減活動を展開すべく、

2019年度安全活動計画を策定した。

■今後の工事の流れ ■持つべき視点・考え
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■労働災害発生状況

作業起因による労働災害は、

昨年度に比較して大きく減少した。
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2018年度安全活動計画の評価

・2018年度においては、アニュラス災害が発生し、また昨夏の猛暑(こより熱中症こそ昨年度を上回る件数で推移したもの
の、作業起因による労働災害発生件数は減少し、重傷災害件数も大きく減少し、2018年度安全活動計画のもと展開
した安全活動は、一定の効果があつたものと考える。

・2019年度の活動計画は、2018年度の活動計画をベースに検討を行つている。
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1:当社社員の安全管理能力の向上

2:作業責任者に対する安全管理能力の向上

3:元請会社による新規入構者への教育

4:危険感受性の向上と適切な対処

5:リスク抽出力の向上

6:TBMの 充実

フ :朝礼および作業開始前ミーティングに

おける体調管理の徹底

8:終ネしにおける良好事例やノウトヒヤリの共有

9:新規入構者とのコミュニケーション促進

10:安全}支術アドバイザーによるパトロール

11:当社社員によるパトロー)レの充実

12:作業安全管理体制の確保

13:労働安全管理体制の充実

14:ゼネコン各社との1青報共有、ディスカッション

15:災害事象や再発防止対策の水平展開

16:安全活動に対するモチベーションの向上

1フ :「安全行動の誓い」の定着

労働災害発生件数は、
201フ寄章支、2016寄章支と

比較しても、横に鵡でヽあり、
一定数発生している。

熱中症災害は、2017年度、
2016年度こと上ヒH衰すると,大

中冨によ曽カロしている。

作業起因による労働災害
発生件数は、2017年度、
2016年度と上ヒ較すると大

幅に減少している。

休業を伴う災害 (軽傷・重

傷)(ま、2017年度と上ヒ較
すると大幅に減少している。

受

け

止

め

今年度に

おいても、

重傷災害等の

労働災害は、
一定数
発生したものの、

安全活動計画
による一定の

効果 (まあつた

ものと
'考

える。



2019年度安全活動計画の策定にあたつて 4

・2019年度の安全活動計画の策定にあたっては、2018年度の活動計画をベースに、至近に発生した労働災害の傾向な

どに加え、負担・重複。マンネリ化、形骸化の回避の観点から、現時点における最適な計画を策定している。
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重複

避

負担

マンネリ化

形骸化
至近の労働災害の傾向や原因

・昨夏は猛暑により、熱中症が多発した。

・土木建築部門において重傷災書が発生した。

・ルールや手順を守るといつた基本行動を遵守できずに発生
した労働災害が一定数占めている。

・協力会社において、安全活動計画の取り組みが不十分なとこ
ろがあつた。

協力会社へのヒヤリング

。社員のパト回―ルでは、全体を俯日耳文するのではなく、確認する
ポイントを絞ることも必要ではないか。

・ADパト回―ルでは、作業員にも理解できる分かりやすい表現で

接してもらえると)F常にありがたい。

・終礼に限らず、良好事例等を共有できる場(よあると考える。

アニュラス災害を受けての再発防止対策等

・準備、片付け、作業環境を含めた一連の作業においてリスク

抽出し、日々の作業指示書へ反映し、TBMにおいて皆で

確認、注意することをイ散底することが重要である。

・危険感受性、リスク抽出の不足が主たる要因である。
。社員がおこなうパト回―ルでは、確認するポイント (着眼点)を
絞つたノヾトロール等を定期白勺に行うことも必要で(まないか。

。現場の】犬況から基本的な4Sが徹底されていなかつたと言わ
ざるを得ない。

・イ乍業時においては、メインでない仮置作業などにおいても、
適切に管理できる体制を充実させていく必要がある。

A

B

C

2019年度安全活動計画の策定にあたって考慮すべき事項



2019年度安全活動計画の策定にあたつての重複、負担への考慮 5

・下記のとおり、対象層や工事の段階などに応じて、漏れも、「重複」もロ 避した言十画を策定している。

現場で取り組む活動計画

安全技術 AD(こよるパト回―ル

当社社員によるパトロール

作業安全管理体制の確保

労働安全管理体制の充実

TBMの充実

朝礼および作業開女台前 MT

終礼等におけるノリトヒヤリの共有

新規入構者とのコミュニケーション

■現場での実施項目

施工中

作業中・作業後

社員

ノヾト

AD
ノ(ト

終
ネし

T
B
M

作業前

朝
ネL

計画。設計

労働安全

管理体制

の充実

関西電力

アE
ヨ主
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1次

2次

3次

研修関係渚動計画

当社社員の安全管理能力の向上

作業責任者に対する安全管理能力の向上

元請会社 (こよる新規入構者への教育

危険感受性の向上

リスク抽出力の向上

同

専
荘

作責への

安全管理

研修

抽出力

二石舜イ多

中

リス′

向

低

当社社員の

安全管理

研修

待 胎

感受性

向上研修

新規

入構者

研修

当社

社員

作業

責任者

作業員

新規
入構者

求めるレベル■研修関係実施項目

受
講
対
象
者



2019年度安全活動計画の策定にあたつてのマンネリ化、形骸化への考慮 6

・下記のとおり、協力会社へのヒヤリング結果や労働災害の再発防止対策を踏まえ、マンネリ化、形骸化を回避した計画

を策定している。

特別管理職や一般管理職 (係長・班長)を含む当社社員が着日艮点

を明確にするなどの工夫を凝らしたパトロールを定期的に実施することで、

作業員の不安全行動の是正や安全意識向上を図る。

→着眼点を明確にしてのパトローザレの実施

軽微な作業 (準備、片付け、仮置き等)や 3H(はじめて、変更、久

しぶり)、 作業員の配置を含め、当日の作業における安全上のリスク}由

出を行い、安全作業指示書に明記し、TBMにおして皆で確認、注意す

ることを徹底する。

作業前、作業中、作業後のあらゆる場面で、5Sを徹底し習慣化する

(5S+S〕 6

*5S+Sと は、 4S (率理・整屯買。清潔・清掃 )(こ躾  (S :基本

行動 ,レールの徹底)を加えた、5Sの徹底を習慣化 (S)すること。

→「 5S+S」等の標語化の取り入れ

安全技術アドパイザーによる、法令着眼点等専門性の高く分かりやすい

指導を中心としたパトロー,レを行い、現場改善ならびに安全意識の向上

を図る。

→誰もが理解できる分かりやすい指導の心がけ

安全技術
アドバイザー

による
ノヾ卜回―

'レ

当社社員に

よる
パト回―ルの

充実

TBMの
充実

協力会社へのヒヤリング

・ADノ 卜ヾ回―ザレでは、作業員にもI里角卑でき

る分かりやすい表現で接してもらえると)F常
~

にありがたい。

。社員のパト回―ルでは、全体を俯l敢するの

ではなく、確認するポイントを絞ることも必要
｀

ではないか。

アニュラス災害を受けての再発防止対策等

・社員がおこなうパトロールでは、確認するポ
イント (着眼点)を絞ったノ(トロール等を
定期的に行うことも必要ではないか。

。現場の状況から基本的な4Sが徹底され
ていなかつたと言わざるを得ない。

・準備、片付け、作業環境を含めた一連の

作業におしてリスク}由出し、日々の作業指

示書への反映・TBMで議論していくことが

重要である。

ノ

A

B

マンネリ化、形骸化を防ぐための検討材料



2019年度安全活動計画 (1)
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工事所管課の全従業員に対して、協力会社作業員へ安全に係る指導・助言を行う上で必要な着

眼点や知識付与を行うことにより、安全管理能力の向上を図る。

作業責任者に対して、現場安全管理の知識を付与することや当社が期待すること、実践すべきことを
伝達することで、現場のキーマンとして果たすべき役害Jを I里角旱する。また、作業責任者は、当社からの
情報や教育内容につして、確実に作業員全員に伝達することを周知・徹底する。

元請会社入構時安全衛生教育等におして、例年新規入構者による労働災害力溌 生している状況
を伝え、労災発生による本人・会社。社会への影響等を理解することで、当事者意識と安全意識の

向上を図る。

当社社員の工事担当者および発電所で作業する作業員全員が準備作業も含めた一連の作業にお

る
。一

け

当社社員の工事担当者および協力会社の作業責任者がリスクアセスメントでのリスク抽出および対

策立案のスキ
'レ

を向上することで、作業計画段階におけるリスクの抽出漏れを防ぐ。
*当社社員の工事担当者は事業本部を含む

軽微な作業 (準備、片付け、仮置き等)や 3H(はじめて、変更、久しぶり)、 作業員の配置を

皆で確認、注意することを徹底する。
また、土木建築工事においては、事前 KYによリイ乍業リスクをしつかり考えることや、TBM日寺に全員
がKYについて発表することを通して、個々人の安全意識の向上を図る。

ヽCM含め、

朝礼や作業開始前ミーティングにて、50歳以上や持病のある方を中心とした全作業員の入念な体
調管I里を行うとともに、

例年新規入構者による労働災害が発生している状況を踏まえ、新規入構者が判別できる取り組み

を行い、周りの作業員が注意田奥起できるようにし、仲間の安全を守る風土の醸成を図る。

当社社員の安全管理

含ヒカの向上

作業責任者に対する

安全管理能力の向上

元請会社による新規
入構者への教育

危険感受性の向上と

適切な対処

リスク抽出力の向上

TBMの充実

朝礼および作業開始
前ミーティングにおける
体調管理の徹底

終礼等における良好事
例や八ットヒヤリの共有

新規入構者とのコミュニ

ケーション促進

1
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2019年度
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安全活動計画内容分類  No.



2019年度安全活動計画 (2)
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安全技術アドバイザーによる、法令着眼点等専門性の高く分かりやすい指導を中心としたパトロー

ルを行い、現場改善ならびに安全意識の向上を図る。

特別管理職や一般管理職 (係長・班長)を含む当社社員が着眼点を明確にするなどの工夫を

凝らしたパトロールを定期的に実施することで、作業員の不安全行動 (5S+Sを含めた基本行

動の不遵守等)の是正や安全意識向上を図る。
*5S+Sとは、4S (整I里・整頓。清潔。清掃)に身美 (SI基本行動ルーザレのイ散底)をカロえ

た、5Sの徹底を習‖買化 (S)すること。

2018年度定めた「作業責任者の増置」の主旨が継続的に実施できているかを確認し、継続的な

逗の作業におけるリスク抽出を確実に実施し、労働災害の未然防止を図る。

(こ (よ全工事件名を対象範囲として、

ゼネコン各ネ土と当社社員による良好事例等の‖青幸限共有のためのデイスカツションをそ子うことで、各現

場の安全 II生向上を図る。

自、他サイトで労災発生の都度、安全衛生協議会等の場を活用して協力会社との情報共有を行

い、自所での対策を立案し実行することで同種災書の未然防止を図る。

無災害が一定期間継続している元請会社に対して表彰を行うなど、安全活動に顕著な成果をあ
げている会社を褒めることで、モチベーションの向上につなげる。

各所属単位で、「安全行動の誓い」につして定期的に評価を実施することで、当社社員の安全最

優先意識の更なる醸成を図る。

することで、安全健康活動計画の浸透・着実な実践に繋げる。
・事業本部大として、至近の労働災害の発生状況ならびに各発電所の安全対策に係る大型土木

建築工事が輻車奏する】犬況を踏まえ、点検対象は土建関係協力会社とする。

ゼネコン各社との1青幸限

共有、ディスカッション

災審事象や再発防止

対策の水平展開

安全活動に対するモチ
ベーションの向上

「安全行動の誓い」の

定着

安全健康活動計画の

実施状況のチェック

安全技術アドパイザー

によるプヾトロー)レ

当社社員によるパト
□―ルの充実

作業安全管理体制の

確保

労働安全管理体制の

充実
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労働災害の再発防止対策の「重点化 :重点施策への資源の集中投入」について

・今年度も安全対策工事など各種工事が最盛期を迎える】犬況であることを踏まえ、重点化に取り組むことについては、

対策の抜け漏れや、安全に対する意識を緩めず、緊張感の持続性等を考慮し、当面は安全活動計画を着実
に実践し、土建工事に区切リカついたタイミングで実施してまいりたい。

・なお、万一労働災害が発生した場合には、都度原因分析を行い、対策立案を加えながら労働災害防止に向けた

取り組みを展開していく。

◆後のスケジュール (案 )

9

安全活動 画の展開

イヒの分析 北鴛言寸     :

→
耳又りまとめ

内容を反映

第 13

▼

回 原子力安全検証委員会
第Z回 :原

▼
子力安全検証委員会

への付議 口

X年竣工

事事故等 (美浜。高浜 。大飯 )

Y+3月Y+2月Y+1月
X年
Y月

6月5月
2019年
4月

重
点
化
の
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重点化の検討の方向性について

・土建工事に区切リカついたタイミングで実施する重点化は、取り組んでいる各項目について、協力会社に対してアン

ケートやヒヤリングを実方包し、その結果をもとに、投入する資源の大きさに対する効果の観点の分析も考慮しつつ、投

入する資源の大きさに対する効果だけに捉われない、当社として労働災害防止に向けて協力会社も含めた従業員

の安全を守るために必要な視点 (あるべきネ見点)で検言寸を行い、実施することとしたい。

効果 :大
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原子力安全検証委員からいただいた蕪 見を踏まえた取組】犬況

【高浜2号機クレーン倒壊への対応関係】
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【取組方針】

労働災害が発生する都度、その原因を分析し、必要な対策を実施してまいりました。

今後、それらの再発防止対策について、現場第一線の協力会社の方々の意見を聞き

取り、その結果も踏まえて、安全上の重要度や効果の大ききについて上半期を目処に

改めて対策の見極めを行い、

図つてまいります。
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【取組状況】

いただいた策 見を踏まえまして、現在の労災撲減に向けた取り組み項目の効

果を把握した上で、取組項目に重複はないか、作業現場におして過度な負担

となつていないか、マンネリ1ヒ・形骸化に陥つていないかの観点から、安全活動

計画の「最適化」に取り組むとともに、取り組み項目の取捨選択による「重点
と考えております。

2019年度安全活動計画については、ある程度、網羅的であることは容認し
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1可能な限り回避しつつ、労災件数の削減に一定の効果があつた過年度の安全

ベ ー 「 な労災撲減活動を展開する

べく、策定しております。

なお、現在発電所において安全対策工事等が最盛期を迎えている状況を踏

まえ、 ヽ

かず、緊張感の持続性等を考慮し、土建工事に区切りがついたタイミングで

施してまいります。
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重大な労働災害が発生しているので様々な

対策を取つている。あわせて、非常に多忙感

があるという王見場の悩みがイ云わつてきた。いかに

現場が安全文化を保つて取組めるかを考える

と、再発防止対策の取組みを最適化する必

要があるのではないか。そのために再発防止

影響度、対策の効果の分析をやるべきでは

ないか。その上で効果的な対策に重点化し

最適化する。そうやつて、問題を同日寺に角早決

する方法を探つていかなければいけない。

【山口副委員長】

第 16回検証委員会(2018.6.1)


